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温暖化議論のメインストリーム 

結論１：産業革命以前からの温度上昇を2℃に抑える必要がある 
Conclusion 1: Keep temperature below 2 degree above preindustrial levels  

結論２：2℃に押さえるためには温室効果ガスの濃度を450ppm以下に安定させる必要 
Conclusion 2: Keep GHG concentration below 450ppm 

結論３：2100年に温室効果ガスを450ppm以下に安定させるためには2050年に温

室効果ガスの排出量を最低でも50%（先進国は80%）削減する必要がある 
Conclusion 3: Goal of long-term emission reduction by at least 50% by 2050 
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結論１への疑問 

• IPCCのどの報告書にも2℃以下に抑える必要性の
記述は何処にも無い。 

• そもそもIPCC WG2での温度上昇とその影響評価
は工業化以前からの温度上昇でなく、1980-1999年
の平均値からの温度上昇を評価 
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IPCC 4次報告での気温上昇の影響評価は産業革命以降ではない 
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IPCC AR4では2℃への言及は無い 
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ﾎｯｹｰｽﾃｨｸ曲線信じない限り安定した「工業化
以前の気温」は存在しない 



7 

結論2への疑問 

• 温度上昇と温室効果ガス濃度との関係は不
確実性が非常に高い 

 気候感度（温室効果ガスが2倍の濃度になっ
た時の気温上昇） 1.5℃～4.5℃←3倍の差 

（Climate Sensitivity   1.5～4.5℃） 
• そもそも現在の温室効果ガスの濃度はIPCC
のどの報告書でも無い 
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温室効果ガス濃度と気温上昇の不確実性 

同じ放射強度でも、気候感度の取り方によって温度上昇は大きな違い。気
候感度に関してはコンセンサスが無い。 
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現在のGHGｓの濃度に関してはコンセンサスは無い 

出典：EMF22 



10 

結論３への疑問 

• 450ppmを目標とするとオーバーシュートシナ
リオとマイナスエミッションが必要 

• マイナスエミッションを考えるのであればとい
わゆる「CO2バジェット」の考え方は成り立た
ない 

• 2010年、450ppm（あるいは550ppm）シナリ
オは幾つかのパスがあり、2030年や2050年
断面はリジッドではない。 
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450ppmを実現するパスは大きな幅がある 
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何をしなければ行けないか？ 

• 現実的には450ppm オーバーシュートか550ppmシ
ナリオにならざるを得ない。（650ppmでも2℃以下
になる可能性は十分ある） 
 

• 画期的な削減技術が必要 
 ①大部分の化石燃料を代替できる「新エネルギー」
＋「系統安定化技術」 

 ②ゼロもしくはマイナス排出の技術 
   人工光合成等 
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画期的技術開発の必要性 
１．化石燃料＋CCS  ゼロエミッション 
  バイオ燃料＋CCS   マイナスエミッション 
 
２．人工光合成・燃料  ゼロエミッション 
  人工光合成・原材料 マイナスエミッション 
 
３．その他のマイナスエミッション技術 
  ①Artificial Trees 
     ②Soda Lime 
     ③Biochar 
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ネガティブエミッション技術のコスト 

出典：Negative Emission Technologies, Imperial College London ２０１２ 
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